
撮
影
さ
れ
て
い

ま
す
。
右
の
ロ

ケ
マ
ッ
プ
は
、

市
内
の
ど
こ
で
、

ど
ん
な
映
像
作

品
の
撮
影
が
行

わ
れ
た
か
と
い

う
一
覧
で
す
。

あ
な
た
の
知
っ

て
い
る
作
品
は
、

い
く
つ
あ
り
ま

し
た
か
？

こ
の
よ
う
に
市
内
で
撮
影
が
行

わ
れ
る
と
、「
私
の
家
の
近
所
が
、

全
国
放
送
の
テ
レ
ビ
に
映
っ
ち
ゃ

っ
た
！
」
な
ど
と
い
う
さ
さ
や
か

な
喜
び
以
上
に
、
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
の
で
す
。

そ
れ
は
、
人
の
交
流
が
生
み
出

す『
経
済
効
果
』で
す
。

ま
ず
、
ロ
ケ
隊
が
滞
在
中
に
支

払
っ
て
く
れ
る
『
直
接
的
経
済
効

果
』。
表
１
・
２
は
、
最
近
撮
影
さ

れ
た
フ
ジ
テ
レ
ビ
映
画
『
少
林
少

女
』と
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ『
篤

姫
』
の
直
接
的
経
済
効
果
で
す
。

撮
影
は
、
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
や
出

演
者
が
、
何
日
も
滞
在
し
て
行
わ

れ
る
こ
と
が
多
く
、
こ
の
二
作
品

5 ２００７．１２．１いずのくに 4２００７．１２．１いずのくに

文

画
や
ド
ラ
マ
、
Ｃ
Ｍ
を
一

度
も
見
た
こ
と
が
な
い
、

と
い
う
人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。

映
像
は
、
そ
れ
だ
け
多
く
の
人

の
目
に
触
れ
、
大
き
な
影
響
力
を

持
つ
メ
デ
ィ
ア
で
す
。
も
し
、
映

像
作
品
の
舞
台
が
伊
豆
の
美
し
い

風
景
で
、
主
人
公
が
伊
豆
の
旅
館

に
泊
ま
り
、
伊
豆
の
名
産
品
を
食

べ
て
い
た
ら
？
そ
し
て
、
そ
れ
を

見
た
視
聴
者
が
「
私
も
伊
豆
に
行

っ
て
み
た
い
、
同
じ
名
産
品
を
食

べ
て
み
た
い
」と
思
っ
た
ら
…
？
　

そ
の
効
果
は
、
近
年
の
韓は
ん

流
り
ゅ
う

ド
ラ
マ
人
気
に
よ
る
韓
国
旅
行
ブ

ー
ム
を
例
に
挙
げ
る
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。

こ
ん
な
発
想
か
ら
地
域
の
観
光

振
興
を
し
よ
う
と
生
ま
れ
た
の

が
、『
フ
ィ
ル
ム
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
』
と
い
う
活
動
組
織
。
フ
ィ
ル

ム
・
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
、
映
画
、

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、
Ｃ
Ｍ
な
ど
あ
ら

ゆ
る
映
像
作
品
の
ロ
ケ
（
撮
影
）

を
誘
致
し
、
ロ
ケ
隊
が
撮
影
を
円

滑
に
す
す
め
ら
れ
る
よ
う
便
宜
を

図
る
非
営
利
公
的
団
体
の
こ
と
。

具
体
的
に
は
、
ロ
ケ
ハ
ン（
＊
１
）

へ
の
情
報
提
供
、
ロ
ケ
に
あ
た
っ

て
の
各
種
許
認
可
手
続
き
の
代

行
、
ロ
ケ
隊
の
宿
泊
や
食
事
の
手

配
、
ロ
ケ
の
立
ち
会
い
、
エ
キ
ス

ト
ラ
（
＊
２
）
の
手
配
な
ど
で
す
。

も
と
も
と
は
、
映
画
の
本
場
ア
メ

リ
カ
で
生
ま
れ
た
フ
ィ
ル
ム
・
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
す
が
、
今
や
世
界

中
で
三
百
以
上
、
日
本
国
内
で
も

百
以
上
の
団
体
が
存
在
し
て
い
る

と
言
わ
れ
ま
す
。

伊
豆
の
国
市
を
含
む
伊
豆
で

は
、
他
に
さ
き
が
け
、
二
〇
〇
一

年
九
月
に
『
フ
ィ
ル
ム
・
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
伊
豆
（
内
田
隆
久
会
長
・

以
下
Ｆ
Ｃ
伊
豆
）』
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
Ｆ
Ｃ
伊
豆
の
目
的
は
、

「
映
像
を
通
し
て
地
域
を
再
発
見

し
、
地
域
づ
く
り
と
経
済
的
振
興

を
図
る
」
こ
と
。「
伊
豆
は
ひ
と

つ
」
を
合
言
葉
に
、
伊
豆
地
域
七

市
六
町
の
行
政
、
各
種
団
体
と
連

携
し
、
伊
豆
全
体
で
撮
影
の
支
援

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
設
立
か

ら
六
年
、
伊
豆
で
の
撮
影
が
成
立

し
た
映
像
作
品
は
、
ゆ
う
に
二
百

件
を
越
え
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
伊

豆
の
国
市
に
お
い
て
も
、
多
く
の

映
画
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
、
Ｃ
Ｍ
が

だ
け
で
も
三
千
万
円
以
上
が
、
伊

豆
地
域
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。

そ
し
て
、
実
際
に
テ
レ
ビ
や
映

画
館
で
映
像
作
品
を
み
た
人
が
、

観
光
客
と
し
て
伊
豆
の
国
市
を
訪

れ
て
支
払
っ
て
く
れ
る
『
間
接
的

経
済
効
果
』。
こ
れ
は
、
直
接
的

経
済
効
果
と
違
い
短
期
間
で
の
実

績
的
数
字
と
し
て
は
表
し
に
く
い

部
分
が
あ
り
ま
す
が
、
長
期
的
な

目
で
見
る
と
、
低
迷
す
る
伊
豆
全

体
の
観
光
振
興
に
、
非
常
に
大
き

な
効
果
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
い

か
と
期
待
で
き
ま
す
。

映

関連事業者 受け入れ内容 概算金額

宿泊施設
宿泊延べ２，５００人
６軒に分宿

１，２４０万円

仕出屋
弁当屋

弁当は伊豆の国市、三島市
ケータリング（＊３）は沼津市、
三島市ほか（首都圏業者もあり）

４２０万円

鉄道会社 伊豆箱根鉄道の車両貸出

８００万円

倉庫貸出業
建設会社

倉庫を撮影場所として貸出
セットを設営

伊豆の国市
建設会社

管理地を撮影場所として貸出
セットを設営

建設機械貸出業 高所作業車、散水車を貸出

ＧＳ、ホームセン
ター、コンビニ等

ガソリン給油、撮影に関わる
資材等

１４０万円

合　　計 ２，６００万円

映画『少林少女』の直接的経済効果
（数字は伊豆の国市、三島市ほか伊豆各地の総計）

撮影期間　平成１９年４月２５日～６月３日（計４０日）
スタッフ数　１日平均８０人（最大１３０人） 延べ４，０００人

関連事業者 受け入れ内容 概算金額

宿泊施設
５泊延べ７００人
４軒に分宿（うち市内２軒）

４５０万円

朝・昼・夕食弁当延べ１，８００
食（うちケータリングによる
提供１回）市内３業者

２００万円

建設会社 江川邸にロケセット設営 ５０万円
ホームセンター、雑
貨店、コンビニ等

撮影に関わる資材等を購入 １００万円

合　　計 ８００万円

弁当屋

フィルム・コミッション伊豆調べ

フィルム・コミッション伊豆調べ

（＊１）ロケハン…ロケーション・ハンティングの略。
主に屋外のロケ地を探すこと。映画、テレビドラマ
では、作品のイメージにあったロケ地を決定するた
め、複数回に分けてロケハンを行う。

（＊２）エキストラ…映画やテレビドラマなどで、重要
ではない役に割り当てられる役者のこと。とはいえ、
エキストラなくしては映像作品は成り立たない。

（＊３）ケータリング…ロケ現場に出向いて、食事を配
膳、提供するサービス

ＮＨＫ大河ドラマ『篤姫』の直接的経済効果
（数字は伊豆の国市、下田市の総計）

撮影期間　平成１９年９月１９日～２２日（計４日）
スタッフ数　１日平均１７０人（スタッフ１４０人、エキストラ３０人）

表２

表１

伊豆の国市ロケマップ
平成１７年４月～平成１９年１１月

その他のロケ作品…映画『ＳＫＩＮ』、ＴＢ
Ｓドラマ『ブラザービート』・『茶屋次
郎・天竜川殺人事件』、ドラマ『混浴露天
風呂連続殺人事件』、ＰＶ『三菱自動車』、
スチール『京都丸紅Moe Oshikiri』など

伊豆の国市
とロケ

シーン１


